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主要な採用技術(CASBEE準拠）

階数

構造

延べ面積
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建物データ

所在地

カテゴリー

施工

発注者

設計･監理

年

No.03-026-2013作成

奈良県奈良市 Q3. 2.    まちなみ・景観への配慮（歴史性の継承）

Z. 　     その他（耐震壁補強による躯体の耐震性能の向上）

YAMATO BUNKAKAN

大和文華館
美術館・博物館

改修・保存

D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン

地下1階、地上2階

RC造

28,050㎡

　2,344㎡

1960

美術館建築の社会資産としての継承

(改修2010年)

■ 駐車場整備 ・自然と調和した苑内の雰囲気を護り、ゲートゾーンの設えを整備
　

・駐車場舗装
・附属棟改修
・サイン新設
・ゲート改修他

■ 苑路整備 ・文華苑の樹木に囲まれた苑路は花崗石で舗装し、歩き易さと
　メンテナンス性を向上
　

・文華苑整備
・苑路整備
・樹木剪定
・草花植栽他

改修前　

改修後　

創建時　

改修後　

改修前
( なまこ壁タイル )

改修後
( ガーデンゾーンより臨む ) 改修後

■ 講堂改修 ・ 創建時の印象を損なわずに耐震補強し、講堂の機能を向上・拡張
　

■ 展示室改修 ・ 耐震補強、機能更新後も創建時の精神性の高い空間性を忠実に再現
　

■ エントランス改修 ・既設建物の構造と設備スペースを整理し、創建時の印象を啓発する光壁や
   バリアフリー対応の車椅子用リフトを新設
　

改修後　

改修前（経年使用で什器やベンダーが露出）　

改修後　

改修前

■ ミュージアムショップの拡充 ・ 3Q-Wall 工法の耐震補強により諸室のレイアウトを見直し、売場面積を拡大

改修後　

改修前
　

改修後　

改修前

・エントランス改修
・車椅子用リフト設置
・床・壁仕上げ保全
・光壁設置、他

・ミュージアムショップ拡長
・管理諸室のレイアウト変更
・EV 昇降路延長
・客用トイレ新設他

・ 展示ケース改修
・「竹の中庭」の保全 ( 耐震補強 )
・気密・断熱性の向上
・中庭に完全遮光機能を付加
・設備更新
・内装仕上改修他

・照明計画
・AV 対応
・既存壁保全
・内装改修
・什器備品更新他　

工事概要（内部）

■ 講堂改修

05大和文華館

・ 創建時の印象を損なわずに耐震補強し、講堂の機能を向上・拡張
　

■ 展示室改修 ・ 耐震補強、機能更新後も創建時の精神性の高い空間性を忠実に再現
　

■ エントランス改修 ・既設建物の構造と設備スペースを整理し、創建時の印象を啓発する光壁や
   バリアフリー対応の車椅子用リフトを新設
　

改修後　

改修前（経年使用で什器やベンダーが露出）　

改修後　

改修前

■ ミュージアムショップの拡充 ・ 3Q-Wall 工法の耐震補強により諸室のレイアウトを見直し、売場面積を拡大

改修前
　

改修前

・エントランス改修
・車椅子用リフト設置
・床・壁仕上げ保全
・光壁設置、他

・ミュージアムショップ拡長

・ 展示ケース改修
・「竹の中庭」の保全 ( 耐震補強 )
・気密・断熱性の向上
・中庭に完全遮光機能を付加
・設備更新
・内装仕上改修他

・照明計画
・AV 対応

■ 講堂改修 ・ 創建時の印象を損なわずに耐震補強し、講堂の機能を向上・拡張
　

■ 展示室改修 ・ 耐震補強、機能更新後も創建時の精神性の高い空間性を忠実に再現
　

■ エントランス改修 ・既設建物の構造と設備スペースを整理し、創建時の印象を啓発する光壁や
   バリアフリー対応の車椅子用リフトを新設
　

改修後　

改修前（経年使用で什器やベンダーが露出）　

改修後　

改修前

■ ミュージアムショップの拡充 ・ 3Q-Wall 工法の耐震補強により諸室のレイアウトを見直し、売場面積を拡大

改修後　

改修前
　

改修後　

改修前

・エントランス改修
・車椅子用リフト設置
・床・壁仕上げ保全
・光壁設置、他

・ミュージアムショップ拡長
・管理諸室のレイアウト変更
・EV 昇降路延長
・客用トイレ新設他

・ 展示ケース改修
・「竹の中庭」の保全 ( 耐震補強 )
・気密・断熱性の向上
・中庭に完全遮光機能を付加
・設備更新
・内装仕上改修他

・照明計画
・AV 対応
・既存壁保全
・内装改修
・什器備品更新他　

■大和文華館沿革

大和文華館は、奈良市学園前の閑静な住宅街に位置し昭和35年に

近畿日本鉄道の創立50周年を記念して開館した美術館です。

鉄道会社として日本美術の素晴らしさを世界に向けて発信できる

施設を沿線につくることを目標として、初代館長の矢代幸雄の美

術館構想に基づき、時代や地域の美意識を代表する質の高い作品

を系統的に収集されたコレクションにより形成されています。創

建時の理念である「鑑賞のための美術館、美のための美術館」で

あることは、今も変わらずに引継がれています。

設計者の吉田五十八は、東洋の美術は「自然の額縁の中において

一番美しく見える」との理念の基に、美術館特有の堅苦しさから

脱却した自由で開放的な自然と一体な鑑賞体験のための美術館建

築を模索し、他に例のない美術館を実現しました。

■改修工事の概要（築後50年の時代対応化工事）

大和文華館は、次の５０年を見据えて建物本体の機能更新を中心に築後50年の大規模な時代対応化工事を実施しました。今回の計

画を進めるに当り設計目標を、現代の美術館に求められている基本性能の獲得と来館者へのホスピタリティーの提供を実現し、建

築の再整備を通して、元設計者「吉田五十八」が設計において提唱して実践した大和文華館の独創的な作品性と文化的価値を継承

することに定めました。「自然との共生にある日本文化。美術作品もそうした風土から生まれており、鑑賞自体も自然の趣を感じ

ながらが一番美しく、十分に感じられる。」とする創建時の理念の基に昭和３５年に開館し、地域に愛され続けた大和文華館は、

平成２２年の時代対応化工事により持続可能な社会資産として継続されています。

：外構改修範囲
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改修概要 02大和文華館

配置図 平面図 

1 階 ( 改修前 )

B1 階 ( 改修前 ) B1 階 ( 改修後 )

1 階 ( 改修後 )

①耐震補強
　本館は今回工事により、国宝や文化財の保護に相応しい構造強度を確保し
　ています。耐震補強にあたっては外部・内部とも創建時の意匠を残すこと
　に配慮しました。耐震壁の再構成（撤去・新設）では新技術を有意義に活用し、
　施設側の要望を満足するレイアウト変更や機能向上に昇華させています。
　施工面では工事中も収蔵品・書籍の一部を収蔵庫に残し、学芸活動を継続
　する運用面の要望「使いながらの工事」、「振動や粉塵、騒音等の対策」に
　応える工法を採用しました。

　　耐震性能の確保
　　　・耐震診断
　　　・構造補強 ( 管理棟、展示棟）

　　工法の選定・開発
　　　　・プレキャストブロック耐震壁　3Q-Wall( サンキュウ―ウォール ) 工法　
　　　　・鋼管枠付き耐震ブレース　　　3Q-Brace( サンキュウ―ブレース ) 工法
　　
　　

②美術館機能の向上
 　耐震補強に加えて、空気環境（酸・アルカリ等空気環境対策）や完全遮光
　の付加等の保存環境を向上して「文化庁公開承認施設認定」を継続取得し
　ました。大和文華館を象徴する展示室内の「竹の中庭」は創建時からの孟
　宗竹の植栽を残したままの耐震補強を計画し施工しました。この孟宗竹の
　中庭は、これまでと同様に自然光と通風で満たされ、これからも大和文華
　館の象徴で在り続けます。

　　鑑賞環境の向上と保存・収納性能の確保
　　　・展示ケース ( 壁面ケース、独立ケース ) 改修と展示室の空気環境対策
　　　・来館者諸室、後方諸室の改修 ( 仕上げ改修、気密・断熱性向上、中庭完全遮
　　　　光機能の付加 )

　　管理諸室他改修
　　　　・搬入動線等 (EV 昇降路延長、管理道路整備 ) の確保と来客動線分離
　　　　・管理諸室のレイアウト変更

　　設備改修
　　　　・温湿度の個別自動制御が可能な設備システムへの更新
　　　　・照明計画の見直しと器具改修（鑑賞性の向上、LED 化等）
　　

③来館者の安全性、利便性の確保
　創建時の理念「自然と調和した開放的な美術館」を継承しています。苑内
　の雰囲気はそのままに、文華苑の通路や仕上げ等を改修し、安全で歩き易
　いアプローチとしました。本館内部でもバリアフリー化を図り、ミュージ
　アムショップの拡張や来客用トイレの改修等により、来館者に高いホスピ
　タリティーを提供しています。
　
　　館内のバリアフリー化等によるアメニティの向上
　　　・玄関ホールと講堂の段差 (90cm) を解消する車椅子用リフトを新設
　　　・来客エリアや各所の平面レイアウトを変更し空間・設備を充実
　　　　( 車椅子用トイレの新設、ミュージアムショップの拡長、講堂改修他）

　　ランドスケープ改修 ( 文華苑の整備 )
　　　・ゲートゾーン　　　：駐車場整備、券売所保全・改修
　　　・文華苑・苑路　　　：苑路・管理道路の路盤調整と仕上更新
　　　・エントランスゾーン：前庭と苑内散策路の保全
　　

　　（３Ｑ…Quiet, Quick, high-Quality）

工事概要（内部）

■ エントランス改修

改修後　

改修前（経年使用で什器やベンダーが露出）　

■ ミュージアムショップの拡充

・エントランス改修
・車椅子用リフト設置
・床・壁仕上げ保全
・光壁設置、他

　正面外観

■改修内容

1.美術館機能の向上

展示室は今回の工事により、空気環境（酸・アルカリ等空気環境対策）や完全遮光の付加等の作品保存環境を向上して「文化庁公

開承認施設認定」を継続取得しました。大和文華館を象徴する展示室内の「竹の中庭」は創建時からの孟宗竹の植栽をそのままの

状態で維持することを前提に施工しました。この孟宗竹の中庭は、これまで同様に自然光と通風で満たされ、これからも大和文華

館の象徴で在り続けます。

2.来館者の安全性、利便性の確保

創建時の理念「自然と調和した開放的な美術館」を継承しながら、文華苑の通路や仕上げ等を改修し、安全で歩き易いアプローチ

に整備しました。本館内部でもバリアフリー化を図るとともに、ミュージアムショップの拡張や来客用トイレの改修など、来館者

に高いホスピタリティーを提供しています。

3.耐震補強

耐震補強により国宝や文化財の保護に相応しい構造強度を確保しています。計画にあたっては外部・内部とも創建時の意匠を受継

ぐことに配慮しました。新技術を有効的に活用して耐震壁を再構成(撤去・新設)し、施設側の要望を満足するレイアウト変更や機

能向上を実現しています。施工面では工事中の収蔵品と書籍等の一部館内保管や学芸活動の継続といった運用面の要望に応える工

法を採用しました。

建築設計担当者 総括：神道浩／建築：山田修司、岩垂誠／構造：依藤充男、田中栄次

　

　配置図

苑路整備

ショップの拡充 講堂改修

展示室改修

：外構改修範囲


